
5月15日�  トリムハイキング 

広  報 

○和島村次世代育成支援行動計画 

○財政事情を公表 

○トピックス 

○うつ病シリーズ 

○認知症を見逃さない 

○生活情報Ｑ＆Ａ「たばこと健康」 
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和島村にとって最後のトリムハ
イキング。編集者にとって楽しみだっ
たのはやはり“豚汁”です。大き
な鍋で、しかも海岸で大勢で食べ
る豚汁はやはり格別で今年は３杯
もいただきました。海に入って濡
れてしまった子どもたちにとっても、
体の芯から温まる格別の豚汁だっ
たと思います。今月の表紙は、豚
汁を美味しそうに食べる親子の写
真です。�さてゴールデンウィー
クには、もてなし家でもミニＳＬ
などのイベントがありましが、そ
こでも親子が楽しそうに参加して
いました。子どものころ親子で参
加した記憶は中に残ります。是非
こうした機会を捉えて、親子の触
れ合う時間が作ってみてはいかが
でしょうか。 

和
島
村

和
島
村 
和
島
村

和
島
村 
和
島
村 

和島村では合併にあわせ記念

誌を作成しております。 

良寛サミット、旧和島村役場

竣工式、北辰中学校竣工式、妙

法寺駅舎竣工式などの写真あり

ましたが、是非お寄せください。 

お問合せ：和島村企画観光課 

（74－3111） 

式典の写真を 
お寄せください 

和島村の人口と世帯数 
人　口　5 , 0 3 5人（－５人） 
　●男　2 , 4 1 9人（＋１人） 
　●女　2 , 6 1 6人（－６人） 
世帯数　1 , 3 1 3戸（＋２戸） 

※３月末現在・（　）内は前月比 

広 報 わ し ま 
平成17年６月１日発行　№382 

発　行：和島村役場 
編　集：企画観光課 
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和島村 

　
少
子
化
は
年
々
進
み
、
社
会
経
済
を
は
じ
め
様
々
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
子
ど
も
を
取
り
ま
く
環
境
の
変
化
を
受
け
て
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
環
境
作
り

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
和
島
村
で
は
平
成
１６
年
１
月
に
乳
幼
児
及
び
小
学
生
児
童
の
お
ら
れ
る
家
庭
を
対
象
に
実
施
い

た
し
ま
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
「
和
島
村
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
を
策
定

し
、
子
ど
も
を
生
み
た
い
人
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
地
域
作
り
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。
今
月
号
で
は
こ
の
「
和
島
村
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

          

　
平
成
15
年
７
月
に
「
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
法
」
が
成
立
し
、
地
方
自
治
体
、
常
時

雇
用
者
が
３
０
０
人
を
超
え
る
事
業
主
及
び
特

定
事
業
主
に
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
に
関
す

る
行
動
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
、
同
時

期
に
成
立
し
た
「
少
子
化
社
会
対
策
基
本
法
」

と
と
も
に
、
新
た
に
少
子
化
対
策
に
取
り
組
む

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

    

　
こ
の
計
画
の
全
体
の
期
間
は
、
平
成
17
年

度
か
ら
10
年
間
で
す
が
、
本
計
画
期
間
は
前

期
５
年
間
と
し
て
、
平
成
17
年
度
か
ら
21
年

度
で
す
。 

　
な
お
、
社
会
・
経
済
情
勢
、
子
ど
も
を
と
り

ま
く
環
境
の
変
化
等
に
迅
速
に
対
応
し
て
い
く

た
め
に
、
必
要
に
応
じ
て
計
画
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
こ
の
計
画
終
了
後
の
後
期
計
画

と
し
て
平
成
22
年
度
か
ら
26
年
度
の
計
画
を

平
成
21
年
度
に
策
定
し
ま
す
。 

※
な
お
、
こ
の
計
画
は
合
併
後
も
和
島
地
域
版

と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。 

計
画
策
定
の
背
景 

計
画
の
期
間 

基本理念  

美しく安全な環境、 

 ものとこころの豊かさ、 

　 楽しさ、のなかで 

　　 健やかに子どもが 

　　　 生まれ育つむら 

美しく安全な環境、 

 ものとこころの豊かさ、 

　 楽しさ、のなかで 

　　 健やかに子どもが 

　　　 生まれ育つむら 

平成 
16年度 

策定 

点
検 

平成 
17年度 

平成 
18年度 

平成 
19年度 

平成 
20年度 

平成 
21年度 

平成 
22年度 

平成 
23年度 

平成 
24年度 

平成 
25年度 

平成 
26年度 

見直し 

前　期　計　画 前　期　計　画 

後　期　計　画 後　期　計　画 

点
検 

点
検 

点
検 

点
検 

点
検 

点
検 

点
検 

点
検 
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和
島
村
で
は
計
画
を
策
定
す
る
た
め
ニ
ー
ズ
調
査
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
し
た
。 

○
対
　
象 

　
平
成
15
年
10
月
１
日
現
在
で
和
島
村
に
在
住
さ
れ
て
い
る
平
成
３
年
４
月
２
日
か

ら
、
平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
い
る
世
帯 

○
調
査
期
間
／
平
成
16
年
１
月
26
日
〜
平
成
16
年
２
月
９
日 

○
回
収
率
／
74
・
９
％
（
対
象
３
１
９
世
帯
中
、
回
収
が
２
３
９
世
帯
） 

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
世
帯
の
み
な
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
ニ
ー
ズ
調
査
結
果
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

      

　
少
子
化
の
典
型
的
な
指
標
と
さ
れ
る
合
計
特
殊
出
生
率
（
女
性
が
一
生
の
間
に
生

む
と
推
定
さ
れ
る
子
ど
も
の
数
を
示
す
）
は
、
全
国
的
に
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
本
村
に
お
い
て
も
同
様
に
低
下
傾
向
は
確
認
さ
れ
ま
す
。
本
村
の
合
計
特
殊
出

生
率
は
人
口
が
少
な
い
た
め
、
年
毎
の
変
化
が
大
き
い
傾
向
が
あ
り
、
平
成
14
年
は

２
・
０
８
と
高
い
結
果
で
す
が
、
平
成
13
年
は
１
・
３
５
で
あ
り
、
長
期
的
に
は
低
下

し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
出
生
数
も
長
期
的
に
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

す
。 

　
合
計
特
殊
出
生
率
は
国
や
新
潟
県
よ
り
や
や
高
い
傾
向
で
す
が
、
人
口
構
成
上
の

問
題
よ
り
、
対
人
出
生
率
が
若
干
低
い
こ
と
が
地
域
の
特
徴
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　

合
計
特
殊
出
生
率
（
単
年
度
、
５
年
平
均
）
、
出
生
率
（
人
口
１
、０
０
０
人
当
り
）
、

出
生
数
の
推
移
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

「非常に不安や負担を感じる」と「なんとなく不安や負
担を感じる」を合わせると、就学前児童のいる世帯で
52.2％、小学校児童のいる世帯で49.7％に達しています。
（単数回答） 

就学前児童のいる世帯 就学前児童のいる世帯 小学生児童のいる世帯 小学生児童のいる世帯 

非常に不安や 
負担を感じる 
8.2％ 

なんとなく 
不安や負担を 
感じる44.0％ 

あまり不安や 
負担などは 
感じない26.1％ 

まったく 
感じない 
0.7％ 

なんとも 
言えない 
20.1％ 

無回答 
0.7％ 

非常に不安や 
負担を感じる 
8.8％ 

なんとなく 
不安や負担を 
感じる40.9％ 

あまり不安や 
負担などは 
感じない31.0％ 

まったく 
感じない 
4.7％ 

なんとも 
言えない 
14.0％ 

無回答 
0.6％ 

子
育
て
に
関
す
る
ニ
ー
ズ 

　
　
　
　
調
査
結
果
の
概
要 

子
育
て
に
関
す
る
ニ
ー
ズ

子
育
て
に
関
す
る
ニ
ー
ズ 

　
　
　
　
調
査
結
果
の
概
要

　
　
　
　
調
査
結
果
の
概
要 

子
育
て
に
関
す
る
ニ
ー
ズ 

　
　
　
　
調
査
結
果
の
概
要 
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就
学
前
児
童
の
い
る
世
帯
、
小
学
校
児
童
の
い
る
世
帯
と
も
、
自
分
の
自
由

な
時
間
が
持
て
な
い
こ
と
と
出
費
の
問
題
が
大
き
い
結
果
で
す
が
、
小
学
校

児
童
の
い
る
世
帯
の
場
合
は
不
安
や
悩
み
が
減
少
し
て
い
る
傾
向
が
う
か
が

え
ま
す
。
（
複
数
回
答
、
対
象
数
は
就
学
前
児
童
の
い
る
世
帯
数
１
３
４
・

小
学
校
児
童
の
い
る
世
帯
数
１
７
１
で
す
。
） 

村
の
子
育
て
支
援
に
対
す
る
期
待
内
容
を
以
下
に
示
し
ま
す
。
「
子
連
れ
で
も
出
か
け
や
す
く
楽
し

め
る
場
所
を
増
や
し
て
欲
し
い
」
が
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

（
複
数
回
答
、
対
象
数
は
就
学
前
児
童
の
い
る
世
帯
数
１
３
４
・
小
学
校
児
童
の
い
る
世
帯
数
１
７

１
で
す
。
） 

就学前児童のいる世帯 就学前児童のいる世帯 小学生児童のいる世帯 小学生児童のいる世帯 

子育てによる身体の疲れが大きい 

子育てで出費がかさむ 

自分の自由な時間が持てない 

夫婦で楽しむ時間がない 

仕事が十分にできない 

子育てが大変なことを 
身近な人が理解してくれない 

子どもが病気がちである 

住居が狭い 

その他 

不安や悩みは特にない 

全体 

 

（12.7%） 

（34.3%） 

（38.1%） 

（16.4%） 

（14.2%） 

（6.0%）
 

 

（12.7%） 

（9.0%） 

（1.5%） 

（22.4%） 
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17 
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30 
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（9.4%） 

（35.1%） 

（18.1%） 

（6.4%） 

（9.4%） 

（4.7%）
 

 

（4.1%） 

（7.6%） 

（7.0%） 

（34.5%） 
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171

0%
人 人 （％） （％） 

50% 40% 30% 20% 10% 50%0% 10% 20% 30% 40%

就学前児童のいる世帯 就学前児童のいる世帯 小学生児童のいる世帯 小学生児童のいる世帯 

児童館など、親子が安心して集まれる 
身近な場、イベントの機会が欲しい 

子連れでも出かけやすく楽しめる 
場所を増やして欲しい 

子育てに困った時に相談したり 
情報が得られる場を作って欲しい 

保育所を増やして欲しい 

幼稚園を増やして欲しい 

保育所や幼稚園にかかる 
費用負担を軽減して欲しい 

専業主婦など誰でも気軽に 
利用できる保育サービスが欲しい 

安心して子どもが医療機関に 
かかれる体制を整備して欲しい 

多子世帯の優先入居や広い部屋の 
割り当てなど、住宅面の配慮が欲しい 

企業に対して職場環境の改善を働きかけて欲しい 

子育てについて学べる機会を作って欲しい 

その他 

全体 

0%
人 
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（69.4%） 
 

25 
 

（18.7%） 
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（3.7%） 
 

2 
 

（1.5%） 
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（3.7%） 
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（11.9%） 
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1 
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18 
 

88 
 

3 
 

37 
 
20 
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（2.2%） 

（44.4%） 
 

（56.7%） 
 

（18.7%） 
 

（0.6%） 
 

（0.6%） 
 

（24.6%） 
 

（10.5%） 
 

（51.5%） 
 

（1.8%） 
 

（21.6%） 
 

（11.7%） 
 

（2.3%） 

（％） 
80% 60% 40% 20% 80%0% 20% 40% 60%
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主な計画内容（主な事業例）【住民課】 主な計画内容（主な事業例）【住民課】 主な計画内容（主な事業例）【住民課】 

その他の計画内容 その他の計画内容 その他の計画内容 

＜子どもの不慮の事故防止の活動の推進＞ 

事業名 事業内容・今後の方針 

チャイルドシートが不要になった人と必要な人のために「再利用展示コーナー」を設けて不要チャイルドシートの有効活用
を図る。【平成17年度中に実施予定】 

【新規事業】 
チャイルドシートの再利用事業 

＜家庭や地域の教育力の向上＞ 

事業名 事業内容・今後の方針 

妊婦教室・父親教室・親子あそびの教室など、さまざまな方面から親意識の啓発教室を開催する。【平成17年より実施予定】 【新規事業】親になるための教育 

＜次代の親の育成＞ 

事業名 事業内容・今後の方針 

小・中学生を対象に、幼稚園・保育所の乳幼児と接し、世話をする。【平成17年より実施予定】 【新規事業】ちびっ子ふれあい事業 

＜児童健全育成支援＞ 

事業名 事業内容・今後の方針 

雨の日でも遊ぶことが出来る、室内遊び場の設置。【平成17年度準備、平成18年度より実施予定】 【新規事業】室内の遊び場の設置 

＜子育て支援のネットワークづくり＞ 

事業名 事業内容・今後の方針 

ケース会議、研修会、住民への講演会、学習会など子育て支援全般についての連絡調整会議。 
【平成17年度準備、平成18年度より実施予定】 

【新規事業】 
子育て支援ネットワーク会議 

＜地域における子育て支援・保育サービスの充実＞ 

事業名 事業内容・今後の方針 

未満児保育における、安全及びその心身の順調な発達のために、未満児室の用具及び環境整備を行う。 未満児保育環境整備 

保育室を開放し、地域の子育て家庭に対する育児支援・情報交換及び遊びの場とする。 
【平日に勤務している、父親・母親のために、土曜日・日曜日に子育て支援センターを開設する。（平成18年度より実施予定。
平成17年度は月曜日～金曜日に開設しています。）】 

【事業拡大】 
子育て支援センター事業 

放課後、保護者が就労等で適切な保護が得られない児童を預かる。 
【児童クラブの対象児童を６年生までとする。（平成18年度より実施予定。平成17年度は3年生までです。）】 

【事業拡大】 
放課後児童健全育成事業（児童クラブ） 

〔住民課〕 

事　　業　　名 事　　業　　名 事　　業　　名 事　　業　　名 

保育所大規模修繕 

児童手当 

妊産婦･新生児訪問指導 

新生児の誕生祝い品支給事業 

母子保健推進活動（健康づくり推進員） 

通常保育事業（未満保育事業を含む） 

延長保育事業 

3歳児健康診査 

地域活動事業 

障害児保育 

乳幼児医療費助成事業 

母子健康手帳の交付 

妊婦健康診査 

乳児健康診査 

１歳6か月児健康診査 

乳幼児歯科保健事業（フッ素塗布） 

歯科保健事業（フッ素洗口） 

児童扶養手当 

障害児福祉手当 

特別児童扶養手当 

与板地区療育プレー教室 

ひとり親医療費助成事業 

〔公民館〕 

事　　業　　名 事　　業　　名 事　　業　　名 事　　業　　名 

ちびっこ体育教室 

こなかクラブ 

わんぱく？ハテナ塾 

少年教室 

アドベンチャースクール 

少年剣道教室 

少年野球教室 

海洋教室 

Ｊｒ.バレーボール教室 

少年バスケットボール教室 

卓球教室 

〔教育委員会〕 

事　　業　　名 事　　業　　名 事　　業　　名 事　　業　　名 事　　業　　名 

幼児教育事業（幼稚園） 就学援助事業 小・中学校自転車教室 特殊教育就学奨励事業 預かり保育事業 

〔総務課〕 

事　　業　　名 事　　業　　名 事　　業　　名 

幼・保交通安全教室 チャイルドシート購入費補助【平成17年度中に廃止予定】 幼・保防火ＰＲ 
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災
害
復
旧
費
や 

除
雪
経
費
を
補
正 

主
な
事
業
実
績 

特
別
会
計 

和
島
村
の
財
政
事
情
を
公
表 

下
半
期
　
平
成
17
年
3
月
 31
日
現
在 

　
今
月
号
で
は
、
和
島
村
「
財
政
事
情
の
作

成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
平
成
16
年
10
月
１
日
か
ら
平

成
17
年
３
月
31
日
ま
で
の
財
政
事
情
を
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

    

　
平
成
16
年
12
月
１
日
に
、
第
１
回
目
と
し

て
上
半
期
に
お
け
る
状
況
を
公
表
し
ま
し
た
が
、

一
般
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
後
に
お

い
て
８
回
の
予
算
補
正
を
行
い
ま
し
た
。
補

正
予
算
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
11
月
12
日

の
臨
時
議
会
で
は
地
震
に
よ
る
道
路
災
害
復

旧
費
、
12
月
定
例
議
会
に
お
い
て
は
予
算
組

み
替
え
や
施
設
の
修
繕
ほ
か
を
計
上
い
た
し

ま
し
た
。
１
月
25
日
の
臨
時
議
会
で
は
道
路

災
害
復
旧
費
及
び
査
定
完
了
し
た
下
水
会
計

へ
の
繰
出
金
の
調
整
、
２
月
１
日
に
は
除
雪

経
費
と
地
域
防
災
が
け
崩
れ
対
策
事
業
費
を

専
決
処
理
し
、
翌
３
月
定
例
会
に
お
い
て
は
、

基
金
の
繰
入
と
積
立
金
の
調
整
、
ほ
場
整
備

負
担
金
の
減
額
ほ
か
、
決
算
見
込
み
に
よ
る

歳
入
歳
出
の
調
整
等
を
行
い
ま
し
た
。
３
月

16
日
定
例
会
に
お
い
て
は
繰
越
明
許
費
を
設

定
し
、
特
別
交
付
税
・
譲
与
税
等
の
決
定
等

に
よ
る
調
整
に
つ
い
て
は
、
３
月
31
日
付
け

で
専
決
予
算
を
組
み
、
そ
の
結
果
平
成
16
年

度
最
終
予
算
額
は
４
、
０
４
６
、
６
８
１
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
災
害
の
繰
越
額
が
６
７
８
、

０
１
５
千
円
で
あ
り
、
こ
れ
を
差
し
引
く
と
３
、

３
６
８
、
６
６
６
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　 

 

○
歳
　
　
入 

　
歳
入
の
う
ち
村
税
で
は
、
個
人
住
民
税
で

前
年
対
比
約
６
、
１
６
９
千
円
、
５
・
９
％

の
減
、
法
人
住
民
税
で
は
約
２
、
４
３
３
千
円
、

12
・
５
％
増
と
昨
年
の
底
打
ち
状
態
か
ら
若

干
持
ち
直
し
て
お
り
ま
す
。
固
定
資
産
税
に

つ
き
ま
し
て
は
、
約
５
、
０
６
３
千
円
、
２
・

７
％
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。
交
付
税
に
つ

き
ま
し
て
は
、
普
通
交
付
税
が
構
造
改
革
の

一
環
に
よ
る
縮
減
等
の
影
響
か
ら
０
・
９
％
減
、

特
別
交
付
税
で
は
二
度
に
渡
る
災
害
経
費
が

大
幅
に
伸
び
、
63
・
５
％
増
で
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
村
債
に
つ
き
ま
し
て
は
、
臨
時
財
政

対
策
債
は
減
っ
て
い
る
も
の
の
、
各
継
続
事

業
及
び
地
域
再
生
債
の
新
規
発
行
と
災
害
復

旧
債
に
よ
り
38
・
４
％
増
の
予
算
額
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
本
年
は
財
政
事
情
が
厳
し
く
、
財

政
調
整
基
金
か
ら
３
千
万
円
を
繰
り
入
れ
た
他
、

統
合
小
学
校
事
業
と
与
板
郷
消
防
・
斎
場
事

務
組
合
負
担
金
に
充
て
る
た
め
、
土
地
開
発

基
金
の
条
例
を
廃
止
し
全
額
を
繰
り
入
れ
て

お
り
ま
す
。 

○
歳
　
　
出 

　
当
初
予
算
編
成
段
階
で
は
、
一
般
財
源
の

７
割
を
占
め
る
交
付
税
総
額
が
不
確
定
な
た
め
、

人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
と
い
っ
た
義
務

的
経
費
や
補
助
事
業
へ
の
財
源
配
分
ウ
ェ
イ

ト
が
高
く
な
っ
て
し
ま
い
新
規
あ
る
い
は
投

資
的
な
村
単
独
事
業
へ
の
配
分
は
難
し
く
な
っ

て
お
り
、
交
付
税
の
確
定
と
合
わ
せ
ま
し
て
、

事
業
の
必
要
性
を
加
味
し
な
が
ら
補
正
予
算

計
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
主
な
補
正
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
防
災
無

線
の
戸
別
受
信
機
購
入
、
長
岡
市
・
和
島
村

合
併
協
議
会
負
担
金
、
支
援
費
制
度
支
援
費
、

小
学
校
第
三
学
年
修
了
ま
で
延
長
さ
れ
た
児

童
手
当
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
他
、
補
助
事
業

で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
に
お
い

て
補
正
で
追
加
の
あ
っ
た
３
基
分
を
合
わ
せ

て
６
基
が
予
定
通
り
完
了
い
た
し
ま
し
た
。 

  

　
こ
の
他
の
特
別
会
計
の
状
況
に
つ
き
ま
し

て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
平
成
11
年
に
完

成
し
た
中
沢
地
区
に
お
き
ま
し
て
も
順
調
に

水
洗
化
工
事
を
実
施
い
た
だ
き
、
割
合
に
し

て
81
・
７
％
の
皆
様
か
ら
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
両
高
・
桐
原
地
区
を
合
わ
せ
た

普
及
率
に
つ
き
ま
し
て
は
33
・
１
％
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
で
整
備
し
て
お
り
ま
す
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
主
に
両
高
・

島
崎
地
区
に
お
い
て
管
渠
布
設
工
事
を
行
っ

た
結
果
、
普
及
率
で
59
・
１
％
、
水
洗
化
率

は
76
・
９
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
農
業
集

落
排
水
事
業
を
合
わ
せ
た
村
全
体
の
普
及
率

は
92
・
２
％
に
達
し
て
お
り
、
処
理
区
域
内

の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
早
期
の
宅
内
工

事
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
の
医
療
会
計
の

適
正
な
執
行
は
も
と
よ
り
、
当
初
心
配
さ
れ

た
介
護
保
険
及
び
三
島
郡
介
護
認
定
審
査
会

の
特
別
会
計
に
お
き
ま
し
て
は
、
サ
ー
ビ
ス

受
給
者
が
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
よ
り
一

層
の
村
民
並
び
に
関
係
町
村
と
の
理
解
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。 

　
本
村
の
財
政
事
情
を
見
ま
す
と
、
税
収
に

つ
い
て
は
大
き
な
伸
び
は
全
く
期
待
で
き
ず
、

交
付
税
に
つ
い
て
も
下
水
道
事
業
、
高
齢
者

福
祉
関
連
事
業
等
の
一
部
を
除
き
、
増
額
は

見
込
め
な
い
中
で
、
高
齢
者
福
祉
対
策
事
業

初
め
、
観
光
、
教
育
、
社
会
資
本
の
整
備
等

の
各
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
に
は
、

い
き
お
い
国
県
補
助
金
、
地
方
債
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
状
態
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

住
民
の
生
活
を
守
り
、
国
の
諸
施
策
を
側
面

か
ら
カ
バ
ー
し
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
環
境
を

つ
く
り
あ
げ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
村

の
行
財
政
の
健
全
性
を
保
持
し
な
が
ら
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
堅
持
と
大
災
害
の
復
旧
を
第
一
と
し
、

こ
の
局
面
を
打
破
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
以
上
、
平
成
16
年
度
下
半
期
に
お
け
る
財

政
事
情
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、

個
々
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
は
別
紙
の
と
お

り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
に
お
き
ま
し

て
も
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
財
政
の

健
全
化
を
推
し
進
め
、
住
み
よ
い
村
づ
く
り

に
専
念
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
尚
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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会
計
別
予
算
執
行
状
況

会
計
別
予
算
執
行
状
況 

会
計
別
予
算
執
行
状
況

会
計
別
予
算
執
行
状
況 

会
計
別
予
算
執
行
状
況 

会 計 名  予算額 収入割合 

一 般 会 計  

計 

4,046,681 

333,589 

556,753 

437,811 

1,139,621 

393,454 

21,824 

6,929,733

1,308,277 

182,085 

287,954 

138,799 

408,711 

207,379 

9,792 

2,542,997

2,551,876 

310,452 

527,467 

154,504 

438,316 

379,592 

21,822 

4,384,029

63.1 

93 .1 

94 .7 

35 .3 

38 .5 

96 .5 

100.0 

63 .3

10月～3月 

収　入　済　額 

3月末日現在 

特

別

会

計

 

国民健康保険特別会計 

老人保健特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

公共下水道事業特別会計 

介護保険特別会計 

三島郡介護認定審査会特別会計 

（単位：千円、％） 

一
般
会
計
予
算
執
行
状
況
内
訳

一
般
会
計
予
算
執
行
状
況
内
訳 

一
般
会
計
予
算
執
行
状
況
内
訳

一
般
会
計
予
算
執
行
状
況
内
訳 

一
般
会
計
予
算
執
行
状
況
内
訳 

科 　 目  予算額 収入割合 

歳 入 合 計  

350,071 

1,370,928 

64,560 

479,228 

748,200 

1,033,694 

4,046,681

171,340 

496,150 

44,267 

53,550 

0 

542,970 

1,308,277

340,360 

1,370,928 

59,228 

64,416 

34,000 

682,944 

2,551,876

97.2 

100.0 

91 .7 

13 .4 

4 .5 

66 .1 

63 .1

10月～3月 

収　入　済　額 

3月末日現在 

村 　 　 　 税  

地 方 交 付 税  

諸 　 収 　 入  

県 支 出 金  

村 　 　 　 債  

そ 　 の 　 他  

（単位：千円、％） 

科 　 目  予算額 支出割合 

歳 出 合 計  

438,621 

582,527 

285,089 

514,437 

357,312 

1,868,695 

4,046,681

143,379 

322,763 

244,075 

364,948 

195,711 

644,992 

1,915,868

282,898 

459,666 

271,491 

398,103 

356,111 

1,001,222 

2,769,491

64.5 

78 .9 

95 .2 

77 .4 

99 .7 

53 .6 

68 .4

10月～3月 

支　出　済　額 

3月末日現在 

総 　 務 　 費  

教 　 育 　 費  

農 林 水 産 業 費 

土 　 木 　 費  

公 　 債 　 費  

そ 　 の 　 他  

 

（単位：千円、％） 

会 計 名  予算額 支出割合 

一 般 会 計  

計 

4,046,681 

333,589 

556,753 

437,811 

1,139,621 

393,454 

21,824 

6,929,733

1,915,868 

159,059 

275,378 

122,672 

328,872 

204,433 

10,405 

3,016,687

2,769,491 

293,376 

511,893 

201,680 

497,938 

358,427 

19,719 

4,652,524

68.4 

87 .9 

91 .9 

46 .1 

43 .7 

91 .1 

90 .4 

67 .1

10月～3月 

支　出　済　額 

3月末日現在 

特

別

会

計

 

国民健康保険特別会計 

老人保健特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

公共下水道事業特別会計 

介護保険特別会計 

三島郡介護認定審査会特別会計 

（単位：千円、％） 



8

トピックス 

古
式
ゆ
か
し
く
春
の
茶
会 

良
寛
様
の
思
い
を
込
め
て
手
ま
り
づ
く
り 

ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
満
載
！ 

伝
統
の
田
植
え
を
体
験 

    

５
月
２
日
�
、
３
日
�
の
２
日
間
、

良
寛
の
里
「
て
ま
り
」
で
手
ま
り
作
り

の
実
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

久
住
カ
ヅ
ミ
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
、

手
ま
り
作
り
の
ベ
テ
ラ
ン
５
名
が
様
々

な
模
様
の
手
ま
り
を
作
成
し
て
い
き
ま

し
た
。 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
い
う
こ
と

も
あ
り
大
勢
の
お
客
さ
ん
が
良
寛
の
里

を
訪
れ
、
手
ま
り
作
り
の
妙
技
を
見
つ

め
て
い
ま
し
た
。
見
学
さ
れ
て
い
た
方

は
作
り
の
実
演
を
見
な
が
ら
子
ど
も
好

き
の
良
寛
さ
ま
の
心
に
触
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。 

    

４
月
15
日
�
、
和
島
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
が
平
成
17
年
の
営
業
を
開
始
し
、

比
較
的
天
候
に
恵
ま
れ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
は
、
関
東
方
面
や
長
野
と

い
っ
た
県
外
ナ
ン
バ
ー
が
ず
ら
り
と
並

び
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
楽
し
も
う

と
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
、
大
勢
の
お
客
さ

ん
で
賑
い
ま
し
た
。 

海
と
山
の
両
方
を
楽
し
め
る
こ
と
や
、

充
実
し
た
施
設
が
和
島
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
の
人
気
の
秘
訣
。
み
な
さ
ん
も
日

本
海
の
夕
日
と
満
点
の
星
空
の
下
、
家

族
や
友
達
同
志
で
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ

を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？ 

５
月
22
日
�
に
、
良
寛
の
里
で
「
良

寛
の
里
春
の
茶
会
」
が
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
茶
室
「
指
月
亭
」
、
良
寛

の
里
美
術
館
内
、
及
び
出
会
い
の
庵
の

３
席
が
設
け
ら
れ
、
村
内
外
か
ら
大
勢

の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。 

良
寛
の
里
の
新
緑
が
鮮
や
か
な
朱
傘

と
赤
も
う
せ
ん
を
さ
ら
に
引
き
立
て
、

し
っ
と
り
と
し
た
風
情
を
か
も
し
だ
し

て
い
ま
し
た
。 

訪
れ
た
お
客
さ
ん
は
し
ば
し
の
間
、

良
寛
と
貞
心
尼
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、

茶
道
の
精
神
「
わ
び
寂
」
の
世
界
を
堪

能
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

５
月
12
日
�
は
島
田
小
学
校
の
５
年

生
が
５
月
18
日
�
に
は
桐
島
小
学
校
５

年
生
が
田
植
え
の
体
験
学
習
を
行
い
ま

し
た
。 

当
日
は
農
協
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
植
え
方
を
熱
心
に
指
導
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
短
パ
ン
姿
に
着
替
え
田
植

え
に
臨
み
ま
し
た
。 

島
田
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は

自
ら
田
植
定
規
を
転
が
し
田
ん
ぼ
に
苗

を
植
え
る
印
を
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

桐
島
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
「
チ
ョ
ー

楽
し
い
」
と
言
い
な
が
ら
丁
寧
に
苗
を

植
え
て
い
き
ま
し
た
。 

両
小
学
校
の
児
童
に
と
っ
て
は
、
昔

な
が
ら
の
伝
統
の
田
植
え
を
知
る
貴
重

な
機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 
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見
事
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た 

行
政
と
の
橋
渡
し 

大
賑
わ
い
の
大
型
連
休
　
笑
い
声
が
響
い
た
道
の
駅 

� 

楽
し
く
駒
打
ち 

� 

力
強
く
走
り
ま
す 

� 

濡
れ
て
も
へ
っ
ち
ゃ
ら 

　
４
月
24
日
�
、
落
水
海
水
浴
場
に
お

い
て
海
岸
清
掃
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
観
光
協
会
や
消
防
団
な
ど
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
１
５
０
人
が
出
て
、

清
掃
に
あ
た
り
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
約
一

時
間
半
の
清
掃
で
空
き
缶
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
ゴ
ミ
な
ど
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
の

ゴ
ミ
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
清
掃
が
終
わ
る
と
参
加
者
は
き
れ
い

に
な
っ
た
海
岸
を
眺
め
な
が
ら
満
足
そ

う
な
表
情
を
う
か
べ
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
海
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
始

ま
り
で
す
。
海
で
出
し
た
ゴ
ミ
は
持
ち

帰
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
４
月
12
日
�
、
行
政
相
談
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
た
小
林
昇
一
さ
ん
に
照
井
道

郎
新
潟
行
政
評
価
事
務
所
長
よ
り
こ
れ

ま
で
の
功
績
を
称
え
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。 

　
小
林
さ
ん
は
平
成
15
年
４
月
に
行
政

相
談
員
を
委
嘱
さ
れ
、
平
成
17
年
３
月

ま
で
住
民
と
行
政
の
橋
渡
し
役
と
し
て

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
　 

　
４
月
か
ら
は
早
川
公
男
さ
ん
が
新
し

く
行
政
相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
員
は
皆
さ
ん
と
行
政
の
橋
渡

し
を
役
割
と
す
る
身
近
な
相
談
相
手
で

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

４
月
２９
日
� 

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
初
日
の
こ
の

日
は
、
午
後
か
ら
、
し
い
た
け
の
駒
打

ち
体
験
会
と
ほ
だ
木
即
売
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
和
島
夢
来
考
房

の
メ
ン
バ
ー
が
ド
リ
ル
で
穴
を
明
け
た

ナ
ラ
の
木
に
菌
を
打
ち
つ
け
て
い
き
ま

し
た
。
打
ち
終
わ
っ
た
原
木
は
持
ち
帰
っ

て
も
ら
い
、
来
年
の
秋
に
な
り
ま
す
が
、

美
味
し
い
し
い
た
け
を
食
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

　
時
価
よ
り
相
当
安
か
っ
た
の
で
、
大

変
好
評
を
い
た
だ
き
、
大
賑
わ
い
の
体

験
会
と
な
り
ま
し
た
。 

５
月
３
日
�
〜
５
日
� 

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
５
月
３
日
�
・
４

日
�
・
５
日
�
は
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
試
乗
会
が

行
な
わ
れ
、
大
型
連
休
と
い
う
こ
と
も

あ
り
大
勢
の
人
で
賑
い
ま
し
た
。 

　
Ｓ
Ｌ
は
東
保
内
の
佐
藤
昭
一
さ
ん
が

自
作
し
た
も
の
で
、
本
物
と
同
じ
く
石

炭
と
水
を
使
い
蒸
気
の
力
で
走
り
ま
す
。

も
て
な
し
家
の
前
に
は
レ
ー
ル
が
約
40

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
布
設
さ
れ
、
力

強
い
走
り
に
、
乗
り
込
ん
だ
子
ど
も
た

ち
は
大
喜
び
の
様
子
で
し
た
。 

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
昨
年
も
行
わ
れ
て

お
り
、
「
今
年
も
ま
た
来
ま
し
た
！
」

と
言
う
ご
家
族
も
お
り
、
の
べ
５
０
０

人
以
上
の
人
が
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
を
楽
し
み
ま

し
た
。 

　
ま
た
５
月
５
日
�
に
は
鯉
の
つ
か
み

取
り
も
行
わ
れ
、
暑
さ
も
手
伝
い
、
び

し
ょ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
も
、
楽
し
そ

う
に
鯉
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。 

　
取
っ
た
鯉
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
、

大
事
に
持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

　
イ
ベ
ン
ト
盛
り
沢
山
だ
っ
た
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
。
芝
生
広
場
で
も
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、
お
弁
当
を
食
べ

た
り
と
家
族
で
思
い
思
い
に
す
ご
さ
れ

て
い
る
様
子
で
し
た
。 
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10

救
命
講
習
会 

　
　
　
受
講
者
募
集 

土
　
曜 

日
　
曜 

祝
　
日 

夏
休
み 

期
　
間 

①
午
前
９
時
〜
11
時
30
分 

②
午
後
１
時
〜
５
時 

③
午
後
７
時
〜
９
時 

右
記
以
外 

平
　
日 

夜
間
の
み 

①
午
後
７
時
〜
９
時 

〈
開
放
時
間
〉 

※
夏
休
み
期
間
７
月
25
日
〜
８
月
31
日 

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋 

セ
ン
タ
ー（
プ
ー
ル
） 

◆
平
成

◆
平
成
18
年
度
使
用
教
科
書
展
示
会
の
お
知
ら
せ

年
度
使
用
教
科
書
展
示
会
の
お
知
ら
せ 

◆
平
成
18
年
度
使
用
教
科
書
展
示
会
の
お
知
ら
せ 

　 

 

　
　 

　 　 　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
水
に
親
し
む
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
折
り
か

ら
教
育
委
員
会
で
は
、
万
一
の
時
の
応

急
手
当
て
の
必
要
性
及
び
対
処
法
、
更

に
は
心
肺
蘇
生
法
の
習
得
を
目
指
し
、

「
救
命
講
習
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

★
期
日
／
６
月
 22
日
� 

★
時
間
／
午
後
７
時
 30
分 

★
会
場
／
ゆ
き
わ
り
荘 

★
受
講
料
／
無
料 

★
申
込
み
／
６
月
 17
日
�
ま
で
に
教
育

委
員
会
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

★
そ
の
他
／
受
講
者
は
、
実
習
に
適
し

た
動
き
や
す
い
服
装
で
お
い
で
く
だ

さ
い
。 

○
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。（
�
 74
―
３
１
１
１
） 

　
小
・
中
・
高
校
の
来
年
度
使
用
教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。 

　
今
年
度
は
特
に
来
年
度
使
用
の
中
学
校
用
教
科
書
を
中
心
に
展
示
会
を
実
施
し
ま
す
。 

■
期
間
／
６
月
 13
日
�
〜
７
月
１
日
�
ま
で 

■
時
間
／
平
　
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
ま
で 

　
　
　
　
土
・
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で 

■
会
場
／
長
岡
市
教
育
セ
ン
タ
ー
（
�
 32
―
３
７
１
６
） 

　 　 
   

　
本
格
的
な
海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
の
シ
ー

ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
来
る
７
月
１
日
�

か
ら
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
き
れ
い
な
プ

ー
ル
で
体
力
づ
く
り
、
健
康
管
理
に
ご

家
族
そ
ろ
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
開
放
期
間
は
９
月
 11
日
�
ま

で
で
、
開
放
時
間
に
つ
い
て
は
下
記
の

通
り
な
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

利
用
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。 

  

●
期
間
　
７
月
１
日
�
〜 

　
　
　
　
　
　 

９
月
 11
日
� 

 

○
お
問
合
せ
先 

　
和
島
村
教
育
委
員
会 

　
（
�
 74
―
３
１
１
１
） 

 

　
５
月
 15
日
�
、
公
民
館
主
催
の
ト
リ

ム
ハ
イ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
約
１
８
０
名
が
参
加
。
良
寛

の
里
ふ
れ
あ
い
広
場
を
出
発
地
点
と
し
て
、

目
的
地
の
山
田
海
岸
を
目
指
し
ま
し
た
。 

　
海
岸
に
到
着
す
る
と
お
父
さ
ん
た
ち

は
早
速
豚
汁
作
り
を
開
始
。
子
ど
も
た

ち
は
一
目
散
に
海
へ
と
駆
け
出
し
て
行

き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、

上
半
身
ま
で
海
に
つ
か
り
、
ず
ぶ
ぬ
れ

の
子
供
が
い
ま
し
た
が
、
温
か
い
豚
汁

で
心
も
体
も
温
ま
っ
た
様
子
で
し
た
。 

　
ま
た
食
事
の
後
宝
探
し
ゲ
ー
ム
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
我
先
に

と
砂
の
中
に
埋
め
て
あ
る
宝
の
番
号
が

入
っ
て
い
る
フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス
を
探
し

あ
い
ま
し
た
。 

　
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
豊
か
な
自
然

環
境
を
再
確
認
し
つ
つ
、
親
子
の
交
流

を
深
め
た
一
日
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

【
体
育
協
会
主
催
】 
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陶
芸
に
興
味
の 

　
　
　
あ
る
人
募
集 

　
陶
芸
サ
ー
ク
ル
で
は
、
新
規
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
お
皿
や
カ
ッ
プ
は
も
ち
ろ
ん
、
季
節

に
あ
わ
せ
た
置
物
な
ど
作
っ
て
、
玄
関

に
飾
る
と
い
う
の
も
素
敵
で
す
ね
。
そ

れ
も
自
分
自
身
で
作
っ
た
世
界
に
一
つ

だ
け
の
作
品
で
す
。 

　
羽
生
田
燃
窯
元
で
の
修
行
さ
れ
た
見

附
市
の
講
師
藤
田
先
生
は
と
て
も
き
さ

く
な
方
で
、
初
心
者
の
み
な
さ
ん
や
お

子
さ
ん
も
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。 

　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
「
な
に
か
始
め
て
み

た
い
わ
」
と
い
う
方
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

○
活
動
日
　
主
に
第
２
・
４
水
曜
日 

○
時
　
間
　
午
後
７
時
〜
９
時
こ
ろ 

○
会
　
場
　
ゆ
き
わ
り
荘 

○
会
　
費 

　
月
会
費
二
千
円
と
粘
土
代 

○
講
　
師
　
藤
田
征
一
（
見
附
市
） 

○
連
絡
先
　
和
島
村
公
民
館 

　
　
　
　
　
�
７
４
―
３
１
１
１ 

　
新
潟
県
な
ど
で
は
子
育
て
の
悩
み
や

子
ど
も
た
ち
の
学
習
、
い
じ
め
不
登
校

等
に
関
す
る
相
談
に
電
話
で
応
え
る
施

策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
直
接
学
校
や
村

の
教
育
相
談
員
に
話
し
に
く
い
場
合
は

下
記
電
話
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

○
家
庭
教
育
・
子
育
て
電
話
相
談 

（
生
涯
学
習
課
） 

　
�
０
２
５
―
２
８
３
―
１
１
５
０ 

　
毎
週
月
〜
金
曜
日
午
後
１
時
〜
９
時 

　
F
a
x
相
談 

　
�
０
２
５
―
２
８
４
―
６
０
１
９ 

　
午
後
９
時
〜
翌
日
午
後
１
時 

                      

○
青
少
年
相
談
支
援
班 

　
（
高
校
教
育
課
） 

　
�
０
２
５
―
２
８
０
―
５
１
２
４ 

　
毎
週
月
〜
金
曜
日 

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

○
教
育
セ
ン
タ
ー
相
談 

　
（
長
岡
市
教
育
セ
ン
タ
ー
） 

　
�
０
２
５
８
―
３
２
―
３
６
６
３ 

※
長
岡
市
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
面
接
相

談
も
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
面
接
相

談
は
予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
電

話
に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。 

                   

☆
６
月
 ５
日

 （日）  

☆
６
月
 12
日

 （日） （
雨
天
時
小
体
の
み
） 

☆
６
月
 19
日

 （日） 

☆
６
月
 26
日

 （日） 
        

　
電
話
番
号 

　
　
　
74
―
３
１
１
１ 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

　
　
　
74
―
３
５
０
０ 

 

     

□
期
　
間
　
　 

　
８
月
 26
日
�
、
 27
日
�
、
 28
日
� 

□
内
　
容
　
　 

　
固
定
ギ
ャ
ラ
リ
ー
整
理
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

受
付
、
キ
ャ
リ
ン
グ
ボ
ー
ド
な
ど 

　
ど
な
た
で
も
で
き
る
簡
単
な
仕
事
で
す
。 

□
提
供
品 

　
大
会
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、
大
会
キ
ャ
ッ
プ
、

昼
食 

□
対
　
象 

　
 18
歳
以
上
（
男
・
女
問
わ
ず
） 

　
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会
よ
り

招
待
頂
き
、
サ
ッ
カ
ー
「
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
」
の
試
合
を
観
戦
し
ま
し
た
。

小
学
生
〜
大
人
ま
で
 32
名
が
参
加
！
当

日
の
「
ビ
ッ
ク
ス
ワ
ン
」
は
約
４
万
２

千
人
の
大
観
衆
！
そ
の
熱
気
と
歓
声
に

押
さ
れ
て
、
参
加
者
の
応
援
も
エ
キ
サ

イ
ト
！
結
果
は
、
皆
さ
ん
の
声
援
が
届

き
、
２
―
１
の
勝
利
に
終
わ
り
、
大
満

足
の
観
戦
ツ
ア
ー
で
し
た
。 

　
道
中
の
車
内
で
は
、
後
援
会
か
ら
頂

い
た
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
グ
ッ
ズ
の
大
抽

選
会
で
盛
り
上
が
り
、
観
戦
の
疲
れ
も

吹
き
飛
ん
だ
表
情
で
し
た
。 

　
な
お
、
体
育
協
会
で
は
サ
ッ
カ
ー
”
ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会
会
員
“
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
お
電
話
に
て
問
合
せ
下
さ
い
。 

  

　
去
る
４
月
 23
日
�
、
小
学
３
〜
６
年

生
を
対
象
と
し
た
少
年
教
室
の
開
講
式

と
第
１
回
学
習
が
小
体
育
館
と
そ
の
周

辺
を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
度
は
 45
名
の
小
学
生
か
ら
申
し

込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
全
 12
回
に
わ
た

る
各
種
体
験
活
動
を
通
じ
て
、
自
主
性

や
協
調
性
を
育
む
た
め
様
々
な
学
習
を

し
て
い
き
ま
す
。 

　
第
１
回
目
の
学
習
は
、
そ
れ
ぞ
れ
班

に
分
か
れ
、
班
長
と
副
班
長
を
決
め
『
役

場
周
辺
な
ぞ
な
ぞ
ラ
リ
ー
』
を
実
施
し

ま
し
た
。 

　
最
初
は
ま
と
ま
り
が
な
い
班
も
あ
り

ま
し
た
が
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
班
長

を
中
心
に
行
動
し
て
い
き
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
成
長
し
て
い
く
子
供
た
ち

を
見
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。 

 

※
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後 

　
５
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の 

　
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 
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ご予約・お問合せ 

和島村役場　住民課保健師 
（�74－3111） 

認知症とは「痴呆」のこと。あまり目立たないうちに適切に対応する
ことが重要なポイントです。そこで、早期発見のために認知症のチェッ
クをしてみましょう。もし気になる点がありましたらお気軽にご相談
ください。 

以下の項目のできることに○をつけ合計点をだしてみましょう 

□　自分で電話番号を調べて、電話をかける

ことができる　 

□　日用品を買いにいくことが出来る　 

□　リーダーとして、何かの行事の企画･運営

を行うことができる　  

□　何かの会の世話役や会計係を務めること

ができる　 

□　請求書の支払いをすることができる 

□　掃除をすることができる 

□　見知らぬ場所へひとりで計画をたてて旅

行することができる　 

□　手紙や文章を書くことができる　 

□　洗濯物・食器を整理整頓することができる 

□　貯金の出し入れや家賃・公共料金の支払

い、お金のやりくりなど、家計管理すること

ができる 

□　郵便貯金・銀行預金の出し入れをすること

ができる　 

□　薬を決まった分量、決まった時間に飲むこ

とができる　 

□　一人でバスや電車を利用して、あるいは

車を運転して出かけることができる　 

□　年金や税金の申告書をひとりで作成する

ことができる　 

□　食事の用意をすることができる 

合計6以下　　　　　　　　　　　認知症を疑い　すぐ専門医へ 

予備群となったら　　　　　　　　すぐ専門医へ　トレーニング挑戦 

◎ ～69歳　11点以下　　◎　70歳～74歳 10点以下　 
◎　74歳～79歳　 8点以下　　◎　80歳～  　7～6点以下 
(注意　身体に障害があったり、耳や目に障害あると正確に判定できないことがあります)

  認知症専門医による相談が実施されます。 

認知症予備群 

日　時　　　平成17年6月24日（金） 

　　　　　　午後1時30分～3時 

場　所　　　和島村保健センター 

対　象　　　本人またはご家族など 

その他　　　予約が必要です 

う
つ
病
ク
イ
ズ 

〜
久
須
美
逸
郎
さ
ん
〜 

▲久須美逸郎さん 

　
小
島
谷
の
久
須
美
逸
郎
さ
ん
が
、

こ
の
春
の
叙
勲
で
旭
日
双
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

　
久
須
美
さ
ん
は
昭
和
50
年
８
月

か
ら
昭
和
62
年
７
月
ま
で
の
12
年

間
に
わ
た
り
和
島
村
議
会
議
員
と

し
て
貢
献
さ
れ
、
昭
和
58
年
８
月

か
ら
２
年
８
ヶ
月
間
和
島
村
議
会

議
長
の
要
職
に
就
い
て
お
ら
れ
ま

し
た
。 

　
ま
た
平
成
７
年
５
月
か
ら
平
成

15
年
４
月
ま
で
の
２
期
８
年
に
わ

た
り
和
島
村
長
と
し
て
地
方
自
治

の
振
興
に
貢
献
さ
れ
、
今
回
の
受

章
と
な
り
ま
し
た
。 

　
久
須
美
さ
ん
は
「
村
長
就
任
早
々

大
き
な
減
俸
を
し
た
た
め
、
い
た

だ
け
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
だ
け
に
う
れ
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

　
私
は
過
去
い
く
つ
か
の
役
職
を

勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
万

分
の
一
の
ご
恩
返
し
と
思
い
、
お

年
寄
り
を
病
院
へ
送
り
迎
え
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
お
り
ま
す
。

健
康
で
あ
れ
ば
　
　
75
歳
ま
で
務

め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
村
民
の
み
な
さ
ん
に
過
去
い
た

だ
き
ま
し
た
ご
支
援
ご
協
力
に
心

か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　18歳～64歳の方は、「こころの元気
度調べ」をご記入の上おでかけください。 
 

「こころの元気度調べ」とは 
　自分自身では気がつきにくい『自分の
こころ』の健康度を評価するものです。 
　あくまでも調査票による結果ですので、
病気を判定するわけではありません。書
いた内容を、他にもらすようなことはあ
りませんので安心してご記入ください。 

厚生労働省の研究班が
『こころの健康度の状
態』を調べるために開
発した調査票です。 

　  

 

　
日
常
生
活
に
お
け
る
、
落
ち
こ
み
や

悲
し
み
、
不
安
な
ど
は
誰
で
も
経
験
す

る
も
の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
憂
う
つ

な
状
態
が
回
復
せ
ず
、
長
く
続
い
て
し

ま
う
病
気
で
す
。 

　
脳
内
の
神
経
伝
達
物
質
の
働
き
が
一

時
的
に
乱
れ
る
こ
と
が
原
因
で
す
。
単

に
『
気
の
持
ち
よ
う
』
で
起
こ
る
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

　
う
つ
病
に
つ
い
て
、
ど
れ
く
ら
い
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？
い
く
つ
正
解
で
き

る
か
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

   

①
ス
ト
レ
ス
が
続
く
と 

　
Ａ
　
誰
で
も
う
つ
病
に
な
り
う
る 

　
Ｂ
　
弱
い
人
だ
け
が
う
つ
病
に
な
る 

②
一
生
の
う
ち
に
、
う
つ
病
に
な
る
頻

度
は
わ
が
国
で
は 

　
Ａ
　
約
15
人
に
一
人
と
考
え
ら
れ
て

い
る 

　
Ｂ
　
約
1
5
0
人
に
一
人
と
考
え
ら

れ
て
い
る 

③
う
つ
病
の
時
に
は 

　
Ａ
　
気
持
ち
が
沈
ん
だ
り
、
意
欲
が

な
く
な
っ
た
り
な
ど
の
精
神

症
状
だ
け
が
で
る 

　
Ｂ
　
精
神
の
症
状
の
他
に
、
眠
れ
な

い
、
頭
が
重
い
な
ど
の
症
状

を
伴
う
こ
と
が
多
い 

④
う
つ
病
や
抑
う
つ
状
態
に
な
っ
た
ら 

　
Ａ
　
病
気
に
打
ち
克
つ
た
め
に
、
が

ん
ば
ら
な
い
と
い
け
な
い 

　
Ｂ
　
ゆ
っ
く
り
休
み
、
専
門
医
（
精
神

科
医
）と
相
談
し
た
方
が
よ
い 

 

⑤
う
つ
病
を
治
療
せ
ず
に
放
っ
て
お
く
と 

　
Ａ
　
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
る 

　
Ｂ
　
ほ
と
ん
ど
は
自
然
に
治
る 

 
（
答
え
　
①
Ａ
②
Ａ
③
Ｂ
④
Ｂ
⑤
Ａ
） 

 

　
い
く
つ
正
解
で
き
ま
し
た
で
し
ょ
う

か
？
う
つ
病
を
正
し
く
理
解
し
、
心
配

な
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、
保
健
師
等
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

う
つ
病
シ
リ
ー
ズ
② 

【
今
月
の
テ
ー
マ
】
『
う
つ
病
』
は
気
の
病
？ 

う
つ
病
と
は
？ 

6月7
、8日

は 
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役場　�74－3111　FAX74－2791

長岡広域圏イベント情報 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー 

6月の救急診療のご案内 

■休日救急当番医表�

■内科、小児科、外科、歯科の昼間�
診療科目 診療時間 

長岡市休日急患診療所（�35－8255） 

長岡休日急患歯科診療所（�33－9644） 

内科（小児科）・外科  

歯科 

9：00～18：00

9：00～16：00

区　　分 午前９時～翌午前９時 
診療科目 産婦人科 内科・小児科・外科・産婦人科 

  12日（日）�

  19日（日）�

  26日（日）�

    5日（日）� 明 石 医 院  

小 林 真 紀 子  

レディースクリニック 

丸 岡 医 院  

トマトレディスクリニック 

立 川 綜 合 病 院  

 
長 岡 赤 十 字 病 院  

長 岡 中 央 綜 合 病 院  

立 川 綜 合 病 院  

※都合により当番の変更がありますので、事前にご確認ください。 

■お問い合せ及び連絡先�
長岡赤十字病院  

長岡中央綜合病院 

立 川 綜 合 病 院  

明 石 医 院  

�28－3600 

�35－3700 

�33－3111 

�32－3262

小 林 医 院  

セントポーリアウィメンズクリニック 

トマト・レディス・クリニック 

丸 岡 医 院  

�27－7755�

�21－0800 

�39－7111 

�39－2422

午前10時～午後５時 

Ｑ
　
歯
磨
き
で
肺
炎
、痴
呆
予
防
効

果
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
本
当
で

す
か
。 

 

Ａ
　
口
を
刺
激
す
る
こ
と
は
、脳
を

刺
激
す
る
近
道
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
歯
の
健
康
状
態
と
寿
命
と

の
因
果
関
係
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

歯
が
残
っ
て
い
て
か
み
合
わ
せ
の
よ

い
人
は
長
生
き
す
る
傾
向
に
あ
る

と
い
う
も
の
で
す
。 

　
年
齢
と
と
も
に
口
の
反
射
機
能

は
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
高
齢
者
の

最
大
の
死
因
で
あ
る
老
人
性
肺
炎
は
、

こ
の
よ
う
な
反
射
機
能
が
低
下
し
て
、

口
の
中
の
細
菌
が
そ
の
ま
ま
気
管
に

入
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

お
口
の
手
入
れ
と
肺
炎
の
関
係
を

調
査
し
た
結
果
、食
後
に
５
〜
10
分

の
歯
磨
き
を
続
け
た
高
齢
者
は
、約

40
％
も
肺
炎
の
発
生
率
が
減
少
し
、

さ
ら
に
痴
呆
症
状
に
も
効
果
が
あ
っ

た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
歯
磨
き
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、

日
常
生
活
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
行

為
で
す
の
で
、続
け
や
す
く
小
さ
な

労
力
で
よ
り
効
果
的
に
脳
を
活
性

化
で
き
ま
す
。
歯
磨
き
は
、す
ぐ
に

始
め
ら
れ
る
手
軽
な
健
康
法
で
す

の
で
、毎
日
朝
昼
晩
続
け
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。 

 

（
新
潟
県
歯
科
医
師
会
） 

6月の納税・納入 
村 県 民 税  

国 民 健 康 保 険 料  

介 護 保 険 料  

保 育 所 保 育 料  

幼 稚 園 保 育 料  

6月 

水 木 金 土 火 月 日 

    1 2 3 4  

 5 6 7 8 9 10 11  

 12 13 14 15 16 17 18  

 19 20 21 22 23 24 25  

 26 27 28 29 30

『長岡市花いっぱいフェア』 

◆期　日／６月４日（土）～６月５日（日） 
◆会　場／千秋が原ふるさとの森 
◆内　容／今年の花いっぱいフェアは中越大震災の被

災者の方々への復興を祈念したイベントが
盛りだくさんです。 

◆問合せ／長岡市公園緑地課（� 39－2230） 

長岡市 

『中之島・見附市今町 大凧合戦』 

◆期　日／６月４日（土）～６日（月） 
◆会　場／刈谷田川今町大橋下流両岸 
◆内　容／勇壮な掛け声とともに、畳十畳もの大凧が

空を舞う、伝統行事。中之島と対岸の見附
市今町との間で行われる。 

◆問合せ／見附商工会今町支所（� 66－2267） 

見附市 

『新潟別院お取越』 

◆期　日／６月25日（土）～６月27日（月） 
◆会　場／与板町内 
◆内　容／約100店からのいろんな露店が沿道に連

なる 
◆問合せ／本願寺新潟別院（� 72－2120） 

与板町 

場所：子育て支援センター「にこにこルーム」（和島幼稚園内） 
時間：午前9時30分から午後3時（お好きな時間帯に遊びに来てください。） 
※歌・手遊び・紙芝居などは曜日に関係なく毎日行っています。 
○お問合せ：和島保育所（�74－3078） 

1日 

8日 

15日 

○今月のわくわくデー（水曜日） 
おもちゃを作ろう（楽器） 

小麦粉粘土で遊ぼう 

紙であそぼう 

月曜日 

火曜日 

水曜日 

木曜日 

金曜日 

○曜日別メニュー 
リズム遊び 

みんなで遊ぼう 

わくわくデー 

体を動かそう 

作って遊ぼう 

22日 

29日 

テーマ 

誕生会・発育測定 

避難訓練・伝承遊び 

作って楽しく遊ぼう 

15 14

今 月 の テ ー マ 

たばこと健康 

　
喫
煙
は
、
が
ん
や
生
活
習
慣
病
の
発
生

率
を
高
め
る
な
ど
、
健
康
へ
の
さ
ま
ざ
ま

な
悪
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
に

よ
っ
て
は
、
医
師
の
治
療
が
必
要
な
「
依

存
症
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

た
ば
こ
の
害
か
ら
自
分
と
周
囲
の
人
の
健

康
を
守
る
た
め
に
は
、
た
ば
こ
の
害
に
つ

い
て
、
よ
く
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

  

　
た
ば
こ
か
ら
発
せ
ら
れ
る
煙
の
中

に
発
が
ん
性
物
質
は
、
何
種
類
く
ら

い
含
ま
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

　
た
ば
こ
の
煙
に
は
、
わ
か
っ
て
い

る
だ
け
で
、
４
、
０
０
０
種
類
以
上

の
化
学
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
発
が
ん
性
が
あ
る
も
の
は
、
約
60

種
類
。
ま
た
、
ニ
コ
チ
ン
や
一
酸
化
炭
素

な
ど
の
人
体
に
有
害
な
物
質
は
、
約
２
０

０
種
類
に
上
り
ま
す
。 

  

　
い
わ
ゆ
る
「
低
タ
ー
ル
・
低
ニ
コ

チ
ン
た
ば
こ
」
を
吸
っ
て
い
る
人
の

場
合
、
そ
れ
以
外
の
た
ば
こ
喫
煙
者
と
比

べ
て
、
た
ば
こ
は
や
め
や
す
い
で
し
ょ
う

か
。 

 

　
た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
「
ニ
コ
チ
ン
」

に
は
、
精
神
的
、
身
体
的
な
強
い
依

存
を
引
き
起
こ
す
作
用
が
あ
り
、
い
っ
た

ん
喫
煙
を
始
め
る
と
、
判
断
能
力
の
あ
る

成
人
で
あ
っ
て
も
、
禁
煙
す
る
こ
と
は
難

し
く
な
り
ま
す
。 

　
現
在
、
一
般
に
流
通
し
て
い
る
「
低
タ
ー

ル
・
低
ニ
コ
チ
ン
」
の
た
ば
こ
で
も
、
通

常
の
た
ば
こ
よ
り
も
肺
が
ん
な
ど
の
危
険

性
が
下
が
る
こ
と
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
喫
煙
者
は
血
液
中
の
ニ
コ
チ
ン

濃
度
を
一
定
に
保
つ
よ
う
無
意
識
に
喫
煙

の
仕
方
を
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。
低
タ
ー

ル
・
低
ニ
コ
チ
ン
の
た
ば
こ
に
変
え
て
も
、

か
え
っ
て
吸
う
本
数
や
吸
う
深
さ
が
増
え

る
の
で
、
健
康
へ
の
影
響
が
減
る
と
は
い

え
ず
、
む
し
ろ
一
酸
化
炭
素
な
ど
の
吸
収

量
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。 

  

　
喫
煙
は
、
が
ん
や
心
臓
病
、
ま
た

高
血
圧
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
に
な

る
危
険
性
を
高
め
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
喫
煙
者
の
「
が
ん
」

に
よ
る
死
亡
率
は
、
非
喫
煙
者
と
比
べ
て

ど
の
程
度
高
く
な
る
で
し
ょ
う
か
。 

 

　
喫
煙
者
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
の
危

険
性
は
、
男
性
が
1.7
倍
、
女
性
が
1.3

倍
に
な
る
こ
と
が
、
厚
生
労
働
省
の
調
査

に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

男
性
の
肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
の
危
険
性
は
、

非
喫
煙
者
と
比
べ
て
4.5
倍
に
も
高
ま
り
、

次
い
で
「
喉
頭
・
咽
頭
が
ん
」
「
食
道
が

ん
」
な
ど
、
た
ば
こ
の
煙
に
さ
ら
さ
れ
や

す
い
部
位
で
多
く
発
症
す
る
と
い
う
結
果

が
出
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン

に
は
、
心
拍
数
を
増
加
さ
せ
た
り
、
血
管

を
収
縮
さ
せ
た
り
す
る
効
果
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
同
じ
く
一
酸
化
炭
素
に
は
、
体
内

の
中
性
脂
肪
や
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

増
加
さ
せ
る
な
ど
の
効
果
が
あ
り
、
肥
満

や
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
な
ど
を
も
た
ら
す

こ
と
か
ら
、
心
臓
梗
塞
や
ク
モ
膜
下
出
血

な
ど
の
原
因
と
も
な
り
ま
す
。 

  

　
た
ば
こ
の
煙
に
は
、
「
主
流
煙
」

と
、
「
副
流
煙
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
副
流
煙
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
の
量
は
、

主
流
煙
の
お
よ
そ
何
倍
あ
り
ま
す
か
。 

 

 

た
ば
こ
か
ら
立
ち
上
る
副
流
煙
に

は
、
喫
煙
者
が
吸
い
込
む
主
流
煙
よ

り
多
く
の
有
害
物
質
が
発
生
す
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ニ
コ
チ
ン

で
は
2.8
倍
、
一
酸
化
炭
素
で
は
3.6
倍
と
、

ど
れ
も
主
流
煙
の
数
倍
も
の
有
害
物
質
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
た
ば
こ
の
害

は
、
決
し
て
喫
煙
者
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
と
い
え
ま
す
。 

　
ま
た
、
身
近
に
喫
煙
者
が
い
て
、
受
動

喫
煙
を
す
る
機
会
が
多
い
人
の
場
合
、
受

動
喫
煙
を
す
る
機
会
の
な
い
非
喫
煙
者
と

比
べ
て
、
肺
が
ん
で
の
死
亡
率
は
1.2
倍
、

心
筋
梗
塞
な
ど
の
虚
血
性
心
疾
患
で
の
死

亡
率
は
1.3
倍
に
な
り
ま
す
。 

  

　
妊
娠
中
の
女
性
が
喫
煙
す
る
と
、

体
内
の
赤
ち
ゃ
ん
の
体
に
悪
影
響
を

与
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
女
性

の
喫
煙
に
よ
る
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
影
響
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。 

 

　
妊
娠
中
の
女
性
が
喫
煙
し
て
い
た

場
合
、
そ
の
女
性
の
赤
ち
ゃ
ん
が
低

体
重
で
生
ま
れ
て
く
る
確
率
は
、
喫
煙
し

て
い
な
い
女
性
と
比
べ
て
お
よ
そ
２
倍
に

も
上
り
ま
す
。
こ
の
低
体
重
で
生
ま
れ
て

く
る
赤
ち
ゃ
ん
は
、
平
均
的
な
赤
ち
ゃ
ん

よ
り
も
２
０
０
〜
２
５
０
ｇ
体
重
が
少
な

く
、
発
育
や
知
能
の
発
達
の
遅
れ
と
い
っ

た
影
響
を
受
け
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
早
産
や
流
産
の
危
険
性
も
高
く

な
る
ほ
か
、
胎
児
死
亡
や
死
産
、
出
産
後

の
新
生
児
死
亡
な
ど
の
確
率
も
高
く
な
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 



児
童
手
当
受
給
者
の 

　
　
　
　   

み
な
さ
ん
へ 

人
権
擁
護
委
員
制
度
を 

　
　   

ご
存
知
で
す
か
？ 

新
・
長
岡
市
の
市
制 

１
０
０
周
年
記
念
事
業
の 

　
　
　   

ア
イ
デ
ィ
ア
募
集 

障
害
者
１
１
０
番
の 

　
　
　
　
　
　  

ご
案
内 

　
無
料
の
耐
震
診
断
な
ど
の
点
検

を
し
て
、
大
げ
さ
な
説
明
で
高
額

な
家
の
補
修
工
事
等
の
契
約
を
せ

ま
る 

●
こ
ん
な
手
口
で･･･ 

�
「
耐
震
の
無
料
診
断
」
と
言
っ

て
床
下
な
ど
に
入
り
「
柱
が
腐
っ

て
い
る
。
今
日
契
約
を
す
れ
ば
サ
ー

ビ
ス
す
る
。
」
と
言
っ
て
高
額

な
補
修
工
事
契
約
を
せ
ま
る 

�
「
水
道
局
の
方
か
ら
頼
ま
れ
て

水
質
検
査
に
き
ま
し
た
。
」
と
言
っ

て
、
あ
た
か
も
汚
れ
た
水
で
あ

る
か
の
よ
う
に
見
せ
て
、
浄
水

器
の
取
付
け
工
事
を
契
約
さ
せ

る 

●
ア
ド
バ
イ
ス 

�
不
意
に
訪
れ
て
、
簡
単
に
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
所
を
点
検

す
る
業
者
に
は
注
意 

　
欠
陥
が
指
摘
さ
れ
て
も
そ
の
場

で
結
論
を
出
さ
ず
、
本
当
に
工

事
が
必
要
か
ど
う
か
よ
く
考
え

ま
し
ょ
う
。 

�
本
当
に
工
事
が
必
要
か
、
ま
た

金
額
は
妥
当
か
ど
う
か
は
、
知

り
合
い
や
地
元
の
事
業
者
な
ど

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

　
水
道
局
や
保
健
所
か
ら
来
ま
し

た
な
ど
と
言
っ
て
き
た
場
合
は
、

役
所
に
問
い
合
わ
せ
て
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
突
然
点
検
に
来
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
契
約
し
て
も
契
約
日
か
ら
８
日

以
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
解
約

で
き
ま
す
。 

■
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

　（
�
０
２
５
―
２
８
５
―
４
１
９
６
） 

   

　
６
月
期
児
童
手
当
（
平
成
17
年
２
月

か
ら
５
月
分
）
を
、
６
月
10
日
に
指
定

さ
れ
た
金
融
機
関
へ
お
振
込
み
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

後
日
受
給
者
全
員
に
お
送
り
し
ま
す
「
現

状
届
」
は
前
年
の
所
得
状
況
、
児
童
の

養
育
状
況
な
ど
を
６
月
１
日
現
在
で
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
提
出
し
な

い
と
引
き
続
き
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も

６
月
以
降
の
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
期
限

ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
お
問
合
せ
　
役
場
住
民
課 

　
　
　
　
　
　
（
�
74
―
３
１
１
１
） 

   

　
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。
村
に
は
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
員
が
お
り

ま
す
。
人
権
問
題
で
困
り
ご
と
や
心
配

ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
人
で
悩
ま

ず
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。 

◎
人
権
擁
護
委
員 

　
山
田
　
勝 

　
遠
藤
て
つ
子 

　
（
遠
藤
さ
ん
は
４
月
１
日
付
け
で
４

期
目
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
） 

◎
特
設
人
権
相
談
所
の
開
設 

・
日
　
時
　
６
月
２
日
� 

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

・
会
　
場 

　
和
島
村
保
健
セ
ン
タ
ー 

・
相
談
担
当
者 

　
村
の
人
権
擁
護
委
員 

　
新
潟
地
方
法
務
局
柏
崎
支
局
担
当
者 

■
お
問
合
せ 

　
和
島
村
役
場
住
民
課 

　
（
�
74
―
３
１
１
１
） 

    

　
平
成
18
年
１
月
１
日
予
定
の
４
市
町

村
と
の
合
併
に
よ
り
誕
生
す
る
新
・
長

岡
市
は
、
平
成
18
年
４
月
１
日
に
市
制

施
行
１
０
０
周
年
を
迎
え
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

　
こ
の
大
き
な
節
目
の
年
に
、
新
た
な

１
０
０
年
の
ス
タ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
い

記
念
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
、
「
市

民
力
」
、
「
地
域
力
」
を
引
き
出
す
と

と
も
に
、
新
市
の
一
体
感
の
醸
成
を
め

ざ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
こ
の
記
念
事
業
に
関
す
る

ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
和
島
村
、
寺
泊
町
、
栃
尾
市
、
与

板
町
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
ご
応
募
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

◇
記
念
事
業
の
実
施
時
期 

　
平
成
18
年
度
中 

◇
応
募
方
法 

　
任
意
の
様
式
に
、
事
業
の
名
称
と
内

容
、
応
募
さ
れ
る
方
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

　（
１
人
で
複
数
の
応
募
も
可
能
で
す
。
） 

◇
募
集
期
間 

　
平
成
17
年
７
月
８
日
�
ま
で 

◇
お
問
合
せ 

　
長
岡
市
制
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
事
務
局
（
長
岡
市
企
画

部
企
画
課
　
総
合
政
策
班
） 

　
〒
９
４
０
―
０
０
６
２ 

　
長
岡
市
大
手
通
２
―
４
―
９ 

　
大
手
通
西
分
室 

　
（
�
39
―
２
２
０
４
） 

　
（
�
39
―
２
２
８
９
） 

　
電
子
メ
ー
ル 

　info@
city.nagaoka.niigata.jp 

   

　
障
害
の
あ
る
方
の
人
権
や
財
産
権
等

を
守
る
た
め
障
害
者
自
身
や
家
族
、
支

援
者
か
ら
の
相
談
を
お
受
け
す
る
相
談

窓
口
で
す
。 

　
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■
一
般
相
談 

　
専
任
相
談
員
に
よ
る
相
談
で
す
。 

　
電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
相
談
ま
た
は
来
所

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

■
相
談
専
門 

　
弁
護
士
の
よ
る
相
談
で
す
。 

　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
毎
月
１
・

２
・
３
・
４
水
曜
日
午
後
に
実
施

し
ま
す
。 

■
相
談
窓
口 

　
（
�
０
２
５
―
３
８
１
―
０
１
１
０
） 

　
（
�
０
２
５
―
３
８
３
―
３
６
５
４
） 

■
受
付
時
間 

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

■
場
　
　
所 

　
新
潟
県
新
潟
市
亀
田
向
陽
１
―
９
―
１ 

　
新
潟
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
内 

※
詳
し
く
は
相
談
窓
口
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。 
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基
本
検
診
結
果
説
明
会 

税
務
職
員
試
験
に
つ
い
て 

放
送
大
学
学
生 

　
　   

募
集
の
お
知
ら
せ 

良
寛
禅
師
墓
前
法
要
及
び 

　
　
　
　
講
演
会
の
ご
案
内 

和島村の献血バス巡回日 
◆日にち：6月29日（水） 
◆会　場：ブルボン和島工場 
　　　　　　　午前9：00～11：00 
　　　　　和島村保健センター 
　　　　　　　午後1：00～ 4：00

　皆さんが病気になったり、事故にあわれたりしたとき
の治療に使われる輸血用血液は、すべて皆さんの善
意の献血で得られた血液で賄われています。 
　長期保存のできない血液を１年を通じて安定供給
するため、皆さんのご理解と継続的なご協力をお願い
いたします。 
　県内では、献血バスが各市町村を巡回しているほか、
３箇所の献血ルームで毎日受付けを行っています。 

献血ルームでは、血漿成分のみを採血する成分献
血も行っております。全血献血に比べて体への負
担が軽く済むとともに、より多くの血漿成分を献血
することができ、血液凝固因子製剤等の製造に役
立てられています。 

※血液製剤の安全性の確
保のため、HIV等の検査
目的の献血はご遠慮くだ
さい。 

お問い合わせ先 
　役場住民課・保健衛生係 
　�７４－３１１１ 

対象 日程 時間 内容 

１８歳～　 
　６４歳 

１８歳～　 
　６４歳 

６５歳以上 

６５歳以上 

7月2日��

7月4日��

7月5日��

7月6日��

午前９時～１１時 

午前１時～ ４時 

午前９時～１１時 

午前１時～ ４時 

午前９時～１１時 

午前１時～ ４時 

午前９時～１１時 

個別相談 

個別相談 

個別相談 

個別相談 

   

　
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
に
は
、
普

段
の
生
活
が
大
切
で
す
。
基
本
検
診
の

結
果
を
見
て
保
健
師
と
一
緒
に
普
段
の

生
活
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

■
会
　
場
　
　 

　
和
島
村
保
健
セ
ン
タ
ー 

◇
６
月
30
日
結
果
が
届
き
ま
す
の
で
、

説
明
会
で
お
返
し
い
た
し
ま
す
。 

◇
結
果
は
一
人
５
分
程
度
で
お
返
し
で

き
ま
す
。
ご
自
由
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。 

◇
未
参
加
者
に
は
翌
週
郵
送
に
な
る
予

定
で
す
。 

◇
お
返
し
で
き
る
の
は
、
あ
な
た
の
基

本
検
診
結
果
と
生
活
改
善
点
を
具

体
的
に
作
成
さ
れ
た
資
料
で
す
。 

◇
予
約
は
不
要
で
す
。 

■
お
問
合
せ 

　
和
島
村
役
場
住
民
課 

　
（
�
74
―
３
１
１
１
） 

   

　
人
事
院
・
国
税
庁
で
は
税
務
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
税
務
職
員
は
国
家

公
務
員
採
用
�
種
（
税
務
）
試
験
の
合

格
者
の
中
か
ら
採
用
さ
れ
ま
す
。 

■
受
験
資
格 

　
昭
和
60
年
４
月
２
日
〜
昭
和
63
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
者 

■
試
験
の
程
度 

　
高
校
卒
業
程
度 

■
受
験
申
込
受
付
期
間 

　
６
月
21
日
�
〜
６
月
28
日
�
ま
で
に
、

希
望
す
る
受
験
地
の
人
事
院
地
方

事
務
局（
所
）へ 

■
申
込
配
布
場
所 

　
人
事
院
各
地
方
事
務
局（
所
）の
ほ
か
、

各
税
務
署
等
で
配
布
し
て
い
ま
す
。 

■
試
験
日
程 

　
・
１
次
試
験
　
９
月
４
日
� 

　
教
養
試
験
、
適
正
試
験
、
作
文
試
験 

■
合
格
発
表 

　
・
１
次
試
験
合
格
者
　
10
月
７
日
� 

■
お
問
合
せ 

　
長
岡
税
務
署 

　
（
�
35
―
２
０
７
０
） 

   

　
平
成
17
年
度
第
２
学
期
（
10
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
文
部
科
学
省
・
総
務
省
所
管
の
正
規

の
通
信
制
大
学
で
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
の

放
送
で
授
業
を
行
う
大
学
で
す
。 

　
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
カ
イ

パ
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
！
（
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放

送
）
を
利
用
し
て
自
宅
で
視
聴
で
き
大

学
卒
業
の
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。 

　
新
潟
県
内
で
は
現
在
約
１
６
０
０
名

の
学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。 

■
募
集
期
間 

　
平
成
17
年
６
月
15
日
�
〜 

　
平
成
17
年
８
月
31
日
� 

■
募
集
す
る
学
生
の
種
類 

○
学
部 

・
全
科
履
修
生
（
卒
業
を
目
指
す
学
生
） 

・
選
科
履
修
生（
１
年
間
在
学
す
る
学
生
） 

・
科
目
履
修
生（
１
学
期
間
在
学
す
る
学
生
） 

○
大
学
院 

・
修
士
選
科
生（
１
年
間
在
学
す
る
学
生
） 

・
修
士
科
目
生（
１
学
期
間
在
学
す
る
学
生
） 

■
学
　
費 

◇
入
学
料 

○
教
養
学
部 

・
全
科
履
修
生
　
２
２
、
０
０
０
円 

・
選
科
履
修
生
　
　
８
、
０
０
０
円 

・
科
目
履
修
生
　
　
６
、
０
０
０
円 

○
大
学
院 

・
修
士
選
科
生
　
１
６
、
０
０
０
円 

・
修
士
科
目
生
　
１
２
、
０
０
０
円 

○
授
業
料 

・
学
　
部
　
１
単
位
　
５
、
０
０
０
円 

・
大
学
院
　
１
単
位
１
０
、
０
０
０
円 

■
多
様
な
科
目 

　
外
国
語
、
工
学
、
文
学
、
心
理
学
、

な
ど
約
３
０
０
科
目
開
講 

■
専
門
家
を
目
指
す
大
学
院 

　
総
合
文
化
、
政
策
経
営
、
教
育
開
発
、

臨
床
心
理
な
ど
約
70
科
目
を
開
講 

■
資
料
及
び
お
問
い
合
わ
せ 

　
放
送
大
学
新
潟
セ
ン
タ
ー 

　
〒
９
５
１
―
８
１
２
２ 

　
新
潟
市
旭
町
通
１
番
町
７
５
４
番
地 

　（
�
０
２
５
―
２
２
８
―
２
６
５
１
） 

   

　
和
島
村
良
寛
会
で
は
、
毎
年
良
寛
禅

師
の
墓
前
法
要
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

な
た
で
も
ご
参
列
い
た
だ
け
ま
す
の
で
ご

焼
香
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上

げ
ま
す
。 

■
日
　
時 

　
６
月
６
日
� 

　
読
　
経
　
10
時
〜 

　
講
演
会
　
10
時
30
分
〜 

　
講
　
師
　
磯
野
猛
　
先
生 

　
演
　
題
　
『
出
生
地
の
良
寛
』 

■
場
　
所 

　
隆
泉
寺 

■
お
問
合
せ 

　
和
島
村
役
場
企
画
観
光
課 

　
（
�
74
―
３
１
１
１
） 
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